


開聞岳と海の絶景

い
せ
え
び
荘（
鹿
児
島
県
・

南
九
州
市
）

西
村
　

徹
　

さ
ん

コニカミノルタ

多
言
語
同
時
通
訳
の
新
サ
ー
ビ
ス

宿
泊
施
設
・
役
所
窓
口
で
活
用
期
待

庭園の眺望を生かした空間

ゲスト専用ラウンジオープン
ホテル椿山荘東京

リョケン
「
独
自
性
生
む
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」

「
嵐
渓
荘
」（
越
後
長
野

温

泉
）で
セ
ミ
ナ
ー

S u i T T e
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
提
供

低
コ
ス
ト
で
２
拠
点
生
活
を
実
現

東海理化

無
人
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
を
拡
大

提
携
宿
泊
施
設
を
募
集

ＯＴＡ４社と特別企画

「
宿
の
日
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」実
施

全
旅
連
青
年
部

　
―
―
屋
号
の
由
来
は
。

　
「
元
々
は
昭
和

年
に

祖
父
が
創
業
し
た
料
理
店

の
屋
号
で
し
た
。
目
の
前

の
海
で
と
れ
る
イ
セ
エ
ビ

の
料
理
を
出
し
た
こ
と
が

由
来
の
よ
う
で
す
。
昭
和


年
代
に
宿
泊
業
を
始
め

ま
し
た
が
、
今
で
も
イ
セ

エ
ビ
づ
く
し
の
料
理
が
宿

の
自
慢
で
す
」

　
―
―
イ
セ
エ
ビ
づ
く
し

と
は
。

　
「
イ
セ
エ
ビ
の
生
き
造

り
、
殻
か
ら
だ
し
を
と
っ

た
み
そ
汁
、
イ
セ
エ
ビ
の

だ
し
で
炊
い
た
ご
飯
が
基

本
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
シ
ン

プ
ル
で
す
が
、
こ
れ
が
お

い
し
い
。
生
き
づ
く
り
は

お
客
さ
ま
が
席
に
着
い
て

か
ら
さ
ば
き
ま
す
。ま
た
、

イ
セ
エ
ビ
の
半
身
を
こ
ん

が
り
焼
い
た
ネ
ギ
み
そ
焼

き
は
創
業
時
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
逸
品
で
す
。

イ
セ
エ
ビ
は
縁

起
物
と
い
わ

れ
、
お
祝
い
事

で
の
宿
泊
や
お

食
事
の
利
用
も

多
い
で
す
ね
」

　
―
―
客
室

は
。

　
「
和
室
、
和

洋
室
の
９
室
全

て
か
ら
、
薩
摩

富
士
と
い
わ
れ

る
開
聞
岳
が
水

平
線
に
浮
か
ぶ
絶
景
が
見

ら
れ
ま
す
。
一
部
の
客
室

は
、
よ
り
景
色
が
楽
し
め

る
よ
う
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
ば
か
り
で
す
」

　
―
―
景
観
も
魅
力
的
な

宿
な
の
で
す
ね
。

　
「
当
館
か
ら
す
ぐ
の
と

こ
ろ
に
番
所
鼻
自
然
公
園

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
海

と
開
聞
岳
を
見
渡
す
景
色

は
、
江
戸
時
代
に
日
本
地

図
を
つ
く
る
た
め
に
全
国

を
歩
い
た
伊
能
忠
敬
が

『
天
下
の
絶
景
』
と
絶
賛

し
た
ほ
ど
で
す
。
公
園
に

は
そ
の
こ
と
を
記
し
た
石

碑
も
建
っ
て
い
ま
す
」

　
―
―
地
域
の
観
光
Ｐ
Ｒ

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
当
地
、
頴
娃
町
は
、

隣
接
す
る
指
宿
や
知
覧
の

よ
う
な
有
名
観
光
地
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
頴
娃
お

こ
そ
会
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

中
心
に
、
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
、
移

住
者
と
地
元
住
民
が
協
力

す
る
こ
と
で
、
古
民
家
の

再
生
や
カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ

ン
な
ど
、
観
光
振
興
に
も

つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　
【
１
泊
２
食
付
き
２
万

９
０
０
円
か
ら
】

　
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
（
全
旅
連
）

青
年
部
は
、
８
月

日
の
「
宿

の
日
」
と
そ
の
前
後
を
「
宿
の

日
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
『
観
光
強
化
週

間
』
」
と
し
て
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
）
主
要
４
社
と
の
特

別
企
画
を
行
う
。
企
画
に
参
画

す
る
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
を
設
け
た
特
別
プ
ラ

ン
を
各
社
の
特
設
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
販
売
す
る
。

　
「
宿
の
日
」
は
宿
泊
観
光
産

業
の
魅
力
や
地
域
の
観
光
資
源

を
再
発
見
す
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
１
９
９
２

年
、
全
旅
連
青
年
部
に
よ
り
発

案
さ
れ
た
。
今
回
の
企
画
を
担

当
す
る
青
年
部
政
策
渉
外
委
員

会
の
清
都
俊
仁
委
員
長
（
千
葉

県
・
割
烹
旅
館
清
都
）
は
、
事

業
の
意
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
企
画
を
通
し
て
、
ま

ず
は
『
宿
の
日
』
の
認
知
度
を

広
め
、
『
宿
の
日
と
は
何
か
』

と
多
く
の
人
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。
宿
の

日
を
通
し
て
宿
泊
観
光
産
業
の

意
義
や
、
多
く
の
観
光
地
、
宿

泊
施
設
の
魅
力
を
発
信
し
、
旅

行
の
促
進
と
業
界
へ
の
理
解
促

進
、
宿
泊
観
光
産
業
の
地
位
向

上
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
翌
年
以
降
も
継
続
で
き
る

良
い
企
画
に
な
る
よ
う
さ
ら
に

努
力
し
た
い
」
。

　
各
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
特
設
ペ
ー
ジ
と

企
画
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　
【
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
】

　
サ
イ
ト
内
の
「
宿
の
日
特
設

ペ
ー
ジ
」
で
割
引
、
特
典
付
き

の
特
別
プ
ラ
ン
を
販
売
す
る
。

プ
ラ
ン
名
に
「
宿
の
日
」
の
名

前
を
冠
し
た
も
の
が
特
設
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
る
。
販
売
期
間

は
８
月
１
～

日
。
宿
泊
日
は

施
設
側
の
設
定
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
。
じ
ゃ
ら
ん
ｎ
ｅ
ｔ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
８
月
１
～

日
の

期
間
、
バ
ナ
ー
広
告
が
表
示
さ

れ
る
。

　
【
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
】

　
「
宿
の
日
」
の
特
集
ペ
ー
ジ

を
８
月
５
日
か
ら
９
月
２
日
ま

で
掲
載
。
特
集
ペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
た
宿
泊
プ
ラ
ン
の
購
入
で

使
え
る
２
種
類
の
ク
ー
ポ
ン
を

発
行
す
る
。
ク
ー
ポ
ン
は
「
宿

の
日
」
に
ち
な
ん
だ
８
１
０
円

割
引
と

％
割
引
の
２
種
類
。

宿
泊
日
は
８
月

日
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
か
ら

月
１
日
チ
ェ
ッ
ク

ア
ウ
ト
ま
で
（
適
用
除
外
日
あ

り
）
。

　【
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
ト
ラ
ベ
ル
】

　
「
Ｙ
Ａ
Ｄ
Ｏ
ｎ
ｏ
Ｈ
Ｉ
８
・


」
と
題
し
た
特
設
ペ
ー
ジ
を

８
月
１
～

日
に
掲
載
。
参
画

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
宿
泊
プ
ラ
ン

が

％
引
き
。
ま
た
は
同
等
の

ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
。
宿

泊
日
は
８
月

日
か
ら

月


日
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
ま
で
（

月

以
降
の
宿
泊
や
除
外
日
の
設
定

も
宿
泊
施
設
の
判
断
で
可
能
）。

　
【
ａ
ｇ
ｏ
ｄ
ａ
】

　
「
宿
の
日
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ペ
ー
ジ
を
８
月
１
～

日
に

掲
載
。
宿
泊
プ
ラ
ン
の
購
入
で

使
え
る
割
引
ク
ー
ポ
ン
を
発
行

す
る
。
ク
ー
ポ
ン
は
割
引
率
が

６
％
、

％
、

％
、

％
の

４
種
類
で
、
宿
泊
施
設
に
よ
り

異
な
る
。
宿
泊
可
能
期
間
は
８

月

日
か
ら

月

日
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
ま
で
。

（７） 第３２３１号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）８月１日（木曜日）増刊

セ
ミ
ナ
ー
の
様
子

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
同
時
通
訳
」の
様
子

「
ル
・
シ
エ
ル
」
の
メ
イ
ン

エ
リ
ア

「
Ｕ
ｑ
ｅ
ｙ
」を
導
入
し
た
駐
車
場

６
ス
テ
ッ
プ
で
利
用
で
き
る

利
用
シ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ

　
簡
易
宿
所
や
旅
館
、ホ
テ

ル
な
ど
の
運
営
を
手
掛
け
る

Ｓ
ｕ
ｉ
Ｔ
Ｔ
ｅ（
ス
イ
ッ
ト
、

京
都
市
下
京
区
）は
こ
の
ほ

ど
、誰
で
も
簡
単
に
２
拠
点

生
活
を
実
現
で
き
る
セ
カ
ン

ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス「
Ｓ
ｙ

ｍ
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
ｓ（
シ
ム
タ
ー

ン
ズ
）」を
リ
リ
ー
ス
し
た
。

　
Ｓ
ｙ
ｍ
Ｔ
ｕ
ｒ
ｎ
ｓ
は
、

２
拠
点
生
活
を
実
現
し
た
い

人
と
、空
き
家
を
活
用
し
た

い
オ
ー
ナ
ー
と
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
、共
同
で
管
理
・
利
用

で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
。セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス

を
手
軽
に
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
で
き
、民
泊
、シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
、ホ
テ
ル
滞
在
、別
荘
所

有
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま

ら
な
い
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
提
供
す
る
。

　
利
用
者
が
共
同
オ
ー
ナ
ー

と
な
っ
て
自
律
分
散

的
に
管
理
を
行
う
仕

組
み
の
た
め
、物
件

オ
ー
ナ
ー
は
、現
場

の
管
理
を
手
放
し
て

不
便
な
く
運
営
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
に
加
え
、タ
イ
ム

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
条

件
を
自
由
に
設
定
で

き
、収
益
バ
ラ
ン
ス

の
方
針
を
決
め
る
こ

と
も
で
き
る
。同
サ

ー
ビ
ス
に
よ
り
、マ

ッ
チ
ン
グ
か
ら
契
約
、共
同

利
用
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

な
管
理
が
実
現
す
る
。

　
利
用
者
が
入
居
す
る
際

は
、初
期
費
用
と
し
て
入
居

準
備
金
と
毎
月
の
共
同
利
用

料（
月
額
４
万
円
か
ら
）が
発

生
す
る（
入
居
準
備
金
は
、共

同
利
用
料
の
半
月
分
）。共
同

利
用
料
が
４
万
円
の
場
合
、

年
間
で

万
円
の
共
同
利
用

料
と
入
居
準
備
金
２
万
円
の

合
計

万
円
で
入
居
で
き
、

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
の
所
有
よ

り
も
安
い
コ
ス
ト
で
２
拠
点

生
活
が
実
現
す
る
。

　「
非
日
常
を
日
常
に
す
る

暮
ら
し
を
提
案
し
、大
き
な

負
荷
な
く
実
現
さ
せ
る
た
め

の
環
境
を
提
供
す
る
。２
拠

点
居
住
文
化
を
広
め
、地
域

に
小
さ
な
経
済
圏
を
つ
く
り

元
気
に
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
く
」（
同
社
）。

　
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
ジ
ャ
パ

ン
（
東
京
都
港
区
）
は
７
月

日
、
同
社
が
展
開
す
る
多

言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
「
Ｋ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
（
コ

ト
バ
ル
）
」
で
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
円

滑
で
自
然
な
会
話

を
実
現
す
る
新
機

能
「
リ
ア
ル
タ
イ

ム
通
訳
」
の
提
供

を
開
始
し
た
。
訪

日
外
国
人
観
光
客

が
増
加
し
て
い
る

ホ
テ
ル
や
旅
館
な

ど
の
宿
泊
施
設

や
、
外
国
人
住
民

の
対
応
ニ
ー
ズ
が

増
加
し
て
い
る
自

治
体
の
受
付
・
窓

口
業
務
に
お
い
て
、
よ
り
豊

か
な
お
も
て
な
し
や
顧
客
体

験
の
提
供
を
支
援
す
る
。

　「
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
」は
、


言
語
に
対
応
し
た
Ａ
Ｉ
通

訳
（
機
械
通
訳
）
と
ヒ
ト
通

訳
が
選
べ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
の
通
訳
サ
ー
ビ
ス
。
通
訳

さ
れ
た
言
語
は
透
明
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
に
表
示
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
今
回
同
社
が
発
表
し
た

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
通
訳
」は
、

利
用
開
始
時
に
通
訳
し
た
い

言
語
を
選
択
。
話
し
た
言
語

は
Ａ
Ｉ
が
自
動
判
別
し
て
通

訳
し
、
透
明
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

の
両
面
に
表
示
さ
せ
る
。
発

話
者
が
変
わ
る
た
び
に
発
生

し
て
い
た
、
言
語
の
切
り
替

え
作
業
と
画
面
の
向
き
を
変

え
る
動
作
が
省
力
化
さ
れ
、

タ
イ
ム
ラ
グ
が
大
幅
に
減

少
。
こ
れ
ま
で
受
付
ス
タ
ッ

フ
が
感
じ
て
い
た
反
転
文
字

を
読
み
解
く
負
荷
が
解
消
さ

れ
る
こ
と
で
心
理
的
負
担
が

減
り
、
訪
日
外
国
人
に
と
っ

て
は
対
応
ス
ピ
ー
ド
が
速
く

な
る
こ
と
で
満
足
度
が
向
上

す
る
と
い
う
。

　
同
社
が
新
機
能
導
入
前
に

京
王
プ
レ
リ
ア
ホ
テ
ル
札
幌

で
実
施
し
た
実
証
実
験
で

は
、
導
入
前
と
比
較
し
て
外

国
人
宿
泊
客
と
の
総
会
話
量

が
約
３
倍
増
加
し
、
外
国
人

か
ら
の
発
話
割
合
も
約

％

増
加
。
先
述
の
無
駄
な
動
作

の
省
力
化
に
加
え
、
会
話
の

ス
ピ
ー
ド
が
向
上
し
た
こ
と

に
よ
る
対
応
の
迅
速
化
、
対

応
時
間
の
短
縮
化
な
ど
が
実

現
し
た
と
い
う
。

　
「
今
後
も
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ

Ｌ
を
通
じ
て
、
外
国
人
を
は

じ
め
と
し
た
お
客
さ
ま
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
課

題
を
解
決
し
、
新
た
な
価
値

創
出
を
支
援
し
て
い
く
」

（
同
社
）。製
品
の
詳
細
は
、

Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
製
品
サ
イ

ト（https://kotobal.konicam
inolta.jp/

）
で
紹
介
し
て
い

る
。

　
自
動
車
内
装
部
品
メ
ー
カ

ー
の
東
海
理
化
（
愛
知
県
大

口
町
）
は
、
同
社
が
運
営
す

る
無
人
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー
ビ

ス「
Ｕ
ｑ
ｅ
ｙ（
ユ
ー
キ
ー
）」

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
希
望

ホ
テ
ル
を
募
集
し
て
い
る
。

ホ
テ
ル
は
駐
車
場
を
用
意
す

る
だ
け
で
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
で
き
、今
回
は
北
海
道
、

愛
知
県
、
福
岡
県
、
沖
縄
県

の
４
エ
リ
ア
で
募
集
。
設
置

を
希
望
す
る
ホ
テ
ル
に
は
、

同
社
が
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者

を
紹
介
す
る
。

　「
Ｕ
ｑ
ｅ
ｙ
」は
、ス
マ
ホ

で
車
を
予
約
で
き
、鍵
の
受

け
渡
し
を
必
要
と
し
な
い
無

人
レ
ン
タ
カ
ー
サ
ー
ビ
ス

で
、〝
待
た
な
い
〟レ
ン
タ
カ

ー
体
験
を
実
現
す
る
。ア
プ

リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
会
員

登
録
を
行
う
と
、車
の
検
索

か
ら
予
約
、開
錠
・
施
錠
、返

却
・
精
算
が
す
べ
て
ス
マ
ホ

で
完
結
。入
会
金
や
月
会
費

は
不
要
で
、車
を
使
用
し
た

分
だ
け
料
金
が
発
生
す
る
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
、博

多
エ
リ
ア
、名
古
屋
エ
リ
ア

と
、新
千
歳
空
港
周
辺
、那
覇

空
港
周
辺
の
レ
ン
タ
カ
ー
事

業
者
と
提
携
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
お
り
、今
年
６

月

日
時
点
で
会
員
数
は
１

万
８
千
人
、加
盟
レ
ン
タ
カ

ー
事
業
者
は

社
に
及
ぶ
。

同
社
に
よ
る
と
、ホ
テ
ル
に

も
レ
ン
タ
カ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
を
展
開
す
る
こ
と

で
、「
ホ
テ
ル
発
・
ホ
テ
ル
着
」

の
観
光
で
利
用
客
の
利
便
性

向
上
が
図
れ
る
ほ
か
、他
ホ

テ
ル
と
の
差
別
化
に
貢
献
で

き
る
と
い
う
。

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
を
希

望
す
る
ホ
テ
ル
に

は
、
同
社
が
提
携

す
る
レ
ン
タ
カ
ー

事
業
者
を
紹
介
。

ホ
テ
ル
側
は
駐
車

場
を
用
意
す
る
だ

け
で
、
シ
ス
テ
ム

利
用
料
や
会
費
、

決
済
手
数
料
な
ど

の
負
担
な
く
レ
ン

タ
カ
ー
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
が
開
設
で
き

る
。

　
今
回
提
携
す
る

レ
ン
タ
カ
ー
事
業

者
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｄ
　

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ
（
Ｍ
Ｉ

Ｄ
レ
ン
タ
カ
ー
、
札
幌
市
東

区
）
、
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｋ
Ｋ
　

Ｅ
Ｖ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
（
タ
ナ
ー
ク

レ
ン
タ
カ
ー
、
愛
知
県
豊
橋

市
）
、
ま
す
ど
ぅ
（
い
ず
み

レ
ン
タ
カ
ー
、
名
古
屋
市
北

区
）
の
３
事
業
者
。
設
置
を

希
望
す
る
場
合
は
、
メ
ー
ル

と
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
受

け
付
け
て
い
る（Uqey_jimu

kyoku@exc.tokai-rika.co.jp

、
☎
０
８
０
―
５
８
７
２
―

１
４
５
１
）
。

　
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
（
東

京
都
文
京
区
）
は
、
ス
イ
ー

ト
ル
ー
ム
ゲ
ス
ト
専
用
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ウ
ン
ジ
「
ル

・
シ
エ
ル
」
を
７
月

日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
Ｎ
ｅ
ｗ

Ｈ
ｅ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
」
。
同

ホ
テ
ル
の
歴
史
的
背
景
に
立

ち
返
り
、
伝
統
や
文
化
を
尊

重
し
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新

た
な
要
素
を
融
合
さ
せ
新
し

い
遺
産
や
歴
史
が
生
ま
れ
る

場
で
あ
り
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
た
。

　
庭
園
の
眺
望
を
生
か
し
た

空
間
と
開
放
的
な
テ
ラ
ス
が

特
徴
。
メ
イ
ン
エ
リ
ア
の
中

央
に
高
さ
約
４
㍍
の
窓
を
設

け
、
季
節
ご
と
に
表
情
を
変

え
る
空
と
庭
園
を
望
め
る
空

間
に
。
テ
ラ
ス
全
体
に
庭
園

演
出
「
東
京
雲
海
」
と
同
じ

霧
の
ミ
ス
ト
を
出
現
さ
せ
、

都
心
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
さ

せ
る
か
の
よ
う
な
情
景
と
空

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
内
は
、
和
洋
融

合
の
設
え
に
、
新
旧
の
日
本

の
技
や
美
意
識
が
感
じ
ら
れ

る
伝
統
工
芸
品
、
装
飾
品
を

備
え
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
。
狩
野
派
の
２
隻

の
四
季
花
鳥
図
屏
風
、
ホ
テ

ル
の
七
季
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
山
形
緞
通
の
手
織
り
カ
ー

ペ
ッ
ト
な
ど
、
季
節
感
を
感

じ
ら
れ
る
装
飾
品
も
備
え

た
。

　
ラ
ウ
ン
ジ
内
で
は
三
つ
の

時
間
帯
ご
と
に
異
な
る
フ
ー

ド
と
ド
リ
ン
ク
を
提
供
。
朝

の
時
間
帯
は
、
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
ラ
ウ
ン
ジ
限
定
の
キ
ュ

ー
ブ
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
や
、
同

ホ
テ
ル
内
で
取
れ
た
蜂
蜜
を

提
供
す
る
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
リ
ョ
ケ
ン
は

７
月
８
、
９
の
両

日
、
新
潟
県
三
条

市
越
後
長
野
温
泉

の
旅
館
「
妙
湶
和

樂
　
嵐
渓
荘
」で
、

事
例
研
究
セ
ミ
ナ

ー
を
開
講
し
、
旅

館
・
ホ
テ
ル
経
営

者
ら
約

人
が
参

加
し
た
。
８
日
は

リ
ョ
ケ
ン
社
長
の

佐
野
洋
一
氏
に
よ

る
開
講
あ
い
さ
つ

と
施
設
見
学
会
に
続
き
、
嵐

渓
荘
社
長
の
大
竹
啓
五
氏

と
、
リ
ョ
ケ
ン
専
務
の
鈴
木

正
人
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
。
「
独
自
性
を
生
む
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
、
地
域
資
源
と

自
然
環
境
を
生
か
し
た
経

営
」
が
テ
ー
マ
で
、
２
０
２

２
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

客
室
棟
「
翠
悠
館
」
の
事
例

を
紹
介
し
た
。

　
嵐
渓
荘
は
、
越
後
長
野
温

泉
に
あ
る
渓
流
沿
い
に
た
た

ず
む
全

室
、
３
棟
か
ら
な

る
隠
れ
宿
。本
館「
緑
風
館
」

は
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、
温
泉
は
、
天
然

の
自
家
源
泉
を
保
有
。
山
の

幸
を
基
本
と
す
る
食
事
は
、

天
然
の
湧
水
を
使
っ
た
会
席

料
理
が
基
本
と
な
っ
て
い

る
。

　
翠
悠
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
両
氏
は
①

嵐
渓
荘
周
辺
の
自
然
が
満
喫

で
き
る
環
境
②
燕
三
条
エ
リ

ア
は
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
の
来
館

が
多
く
、
か
つ
、
工
業
観
光

が
盛
ん
③
自
然
に
囲
ま
れ
た

環
境
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
―
な
ど
を

挙
げ
た
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
客
室
は
、

Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
を
改
善

し
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
。
さ
ら
に
自
然
を
体
感
で

き
る
デ
ッ
キ
を
設
け
た
。


畳
の
和
室
宴
会
場
を
コ
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
兼
食
事

処
に
転
用
し
、
有
効
活
用
を

図
っ
た
。
ま
た
、
可
動
式
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
４
区
画
に

分
割
可
能
と
し
た
。併
せ
て
、

中
庭
テ
ラ
ス
を
整
備
し
た

上
、
夜
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
、
幻
想
的
な
空
間

が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。
「
も
の
づ
く
り
の
町
で

あ
る
燕
三
条
エ
リ
ア
と
い
う

外
部
環
境
を
意
識
し
た
」
な

ど
と
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

の
狙
い
を
述
べ
た
。

　
９
日
は
リ
ョ
ケ
ン
研
究
員

に
よ
る
リ
レ
ー
講
演
会
を
開

催
し
た
。
静
岡
県
稲
取
温
泉

の
「
食
べ
る
お
宿
　
浜
の

湯
」
、
島
根
県
玉
造
温
泉
の
「
佳
翠
苑
皆
美
」
、
鳥
取
県

三
朝
温
泉
の
「
木
造
り
の
宿
橋
津
屋
」
の
取
り
組
み
事
例

を
紹
介
し
た
。


